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あとがき
　巻頭言にある岩手医科大学の「地域のニーズに応じ
た良医」という医師像にくらべ，本学伝統の「自主自
学」はかなり抽象的な表現である．
　本学でも学生教育プログラムの改革が行われ，カリ
キュラムの改善，教育要項の改善など様々な方策がな
されて来たが，「自主自学」をサポートするシステムは
いまのところ見えてこない．
　現状では学生各自の医師像は未確立で，その結果，
かなりの学生は到達目標を資格試験：にすぎない医師国
家試験に設定し，あまりに多くの時間を勉学以外の人
間形成1？　に振り向けている．
　どんなカリキュラムをもってしても，医師国家試験
合格者であれば無制限な入局が可能で，卒業時点での
医学知識を重視しないという現行システムをとる限り，
学生に膨大な医学知識の履修を強いることは不可能で
ある．
　本学の未来は，学生の「自主自学」にむけて，大学
として質の高い臨床医の養成をめざす姿勢を明確に打
ち出せるかどうかにかかっている．
　卒後研修に競争原理（受け入れを定員制とするなど）
を加味するよう，臨床各科の協力を大学として要請し
なければならない時期がきている．　　（渡辺克益　記）
幹事会（要旨）（平成10年3月）
1．第141回医学会総会は平成10年7月4日（土）午前9時
　に開催し，特別講演，口演，展示，ビデオを行ない，ラ
　ンチョンミーティング形式にすることとした．
　　当番教室：微生物学講座，外科学第二講座
　　応募締切日：平成10年4月30日（木）
2．編集状況の報告ならびに編集について討議した．
3．臨床懇話会の報告があった．
4．東京医科大学雑誌を56巻1号よりB5判からA4判に変
　え，表紙のデザインを新しく変えることとした．紙質は
　本文および4色ページ共にマットコート紙を使用するこ
　ととした．また活字も56巻1号から文字を大きくし，読
　みやすくすることとした．
5．基金の活用方法については，2月の幹事会で賞を出すこ
　とが決定しており，今回，選出方法，授与方法等につい
　て種々討議した結果，先に総会発表に対する賞を決め，
　論文に対する賞については更に討議iすることとした．
6．平成9年度決算（見込み），平成10年度予算（案）について
　説明があった．
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